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日
昭
和
五
十
六
年
度
文
化
庁
関
係
の
予
算
額
は
f
―
―
一
九
六
億
三
、

O
O

0
万
円
で
あ
い
~
、
昭
和
一
立
十
五
年
度
当
初
予
算
額
四0
0
億
二

r

0
万
円
に
比
べ
三
億
九
五

0
0万
円
の
減
頷
と
な
っ
て
い

立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
国
立
大
学
共
同
利
用
槻
関
と
し
て
創
設
さ
れ
r

そ
の
経
費
が
国
立
学
校
特
別
会
計
予
算
に
計
上
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、

当
該
経
贅
の
前
年
度
予
算
を
除
い
て
比
較
す
る
と
、
実
質
二
九
億
四
｀
疇

九

0
0万
円
（
対
前
年
度
比
八
％
）
の
増
額
と
な
一
，
．
て
い
る
。

の
振
興
で
は
r

に
つ
い
て
は

―
二
億
六
r

五

0
0万
円
、
芸
術
文
化
創
造
の
援
助
等

四
七
億
九

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

実
梅
す
る
芸
術
文
化
活
動
事
業
（
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し
、
都
道
府

県
か
そ
の
経
費
を
食
担
又
は
補
助
す
る
事
業
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
也
の
で
r

そ
の
内
容
は
r

①
高
校
生
の
全
人

的
発
達
に
資
す
る
目
的
で
行
う
県
高
校
芸
術
文
化
祭
及
び
昭
和
五
十
二

年
度
に
第
一
回
大
会
を
千
葉
県
で
実
旅
し
r

五
十
六
年
度
は
r

第
五
回

大
会
を
秋
田
県
で
実
麓
す
る
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
r

②
文
芸
謂
演
会

等
③
県
総
合
美
術
展
等
の
行
事
r

①
音
楽
、
演
劇
公
演
等
の
芸
能
行

事

⑤

芸

術

祭

文
化
事
情
調
査
等
の
総
合
的
文
化
行
事
等
で
、
総
額

芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実

こ
ど
も
。
青
少
年
に
対
し
、

芸
術
等
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、
豊
か
な
情
操
の
か
ん
養
と
健
全

な
成
長
に
資
す
る
と
と
も
に
r

地
方
に
お
け
る
芸
術
鑑
賞
機
会
の
増
大

と
芸
術
愛
好
機
運
の
醸
成
を
図
｀
尺
豊
か
な
国
民
生
活
の
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
f
こ
ど
も
芸
術
劇
場
、
青
少
年
芸
術
劇
場
及
び
成
人
の
た
め

こ
ど
も
芸
術
劇
場

そ
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
優
れ
た
舞
台

六
歳
か
ら
ニ
二
歳
ま
で
の
小
。
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
を
対
象
に
一

流
芸
術
家
に
よ
る
優
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
音
楽
劇
等
を
無
料
で
鑑
賞

の
移
動
芸
術
祭
を
実
旋
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の

地
域
社
会
に
お
け
る
文
化

国 0
0万
円
、

文
化
抱
設
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

以
下
、
文
化
庁
予
算
に
つ
い
て
r

る
こ
と
と
す
る
。

地
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
r

都
道
府
県
が

す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
旋
し
て
い

る
。
な
詞
昭
和
五
十
六
年
度
は
、

れ
た
「
国
際
障
害
者
年
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
r

3

，
て
の
協
賛
公
演
と
し

て
r

盲
学
校
に
室
内
楽
を
巡
回
公
演
す
る
こ
と
と
し
r

こ
の
経
費
を
含

め
二
億
一
r

青
少
年
芸
術
劇
場

供
す
る
事
業
で
r

る
優
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
バ
レ
「
一
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
槻
会
を
提

昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
旅
し
て
い
る
。
昭
和
五
十

六
年
度
は
r

こ
ど
も
芸
術
劇
場
r

次
に
述
べ
る
移
動
芸
術
祭
と
同
殷
、

公
演
費
の
増
額
を
計
り
、
三
億
六
f

移
動
芸
術
祭

移
動
芸
術
祭
は
、

を
春
と
秋
に
全
道
府
県
に
巡
回
し
、

ュ
ー
ジ
カ
ル
、

で
f
昭
和
五
十
六
年
度
は
春
は
オ
ペ
乞
新
劇
等
七
筐
目
を
r

秋
は
ミ

歌
粋
僕
文
楽
等
一
〇
穂
目
の
公
演
を
予
定
し
、

二
億
二
r

六

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

四
億

地
方
在
住
者
は
伝
統
芸
術
、
現
代
芸
術
と
と
も
に

鑑
賞
の
横
会
が
極
め
て
少
な
い
現
状
に
か
ん
が
み
、
優
れ
た
舞
台
芸
術

地
方
に
お
け
る
芸
術
鑑
賞
愛
好
機

運
醗
成
と
芸
術
の
向
上
を
図
り
r

我
が
国
の
芸
術
文
化
の
詞
和
あ
る
発

展
に
資
す
る
目
的
で
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
麓
し
て
い
る
も
の

二
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
に

一
流
芸
術
家
に
よ

⇔ 

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る

こ
れ
を
主
要
事
項
別
に
み
る
と

そ
の
主
な
事
項
に
つ
い
て
概
説
す

一
九
七
六
年
国
連
総
会
で
決
瓢
さ

参
加
す
る
文
化
活
動
の
推
進

地
方
芸
術
文
化
活
動
費
補
助

地
域
社
会
に
お
け
る

の
振
興

国
五
〇

六
九
億
四
r

七

0
v
o

次
に
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
保
存
に
つ
い
て
は

二
五
七
億
六

文

化

行

政

の

振

薗

特
集

神

山
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国
が
計
画
的
に
購
入
し
、
囲
民
共
通
の
財
産
と
し
て
そ
の
保
存
活
用
を

財
等
（
美
術
工
芸
品
）
の
散
逸
r

国
宝
。
重
要
文
化
財
等
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
や
伝

統
的
建
造
物
群
に
つ
い
文
文
化
財
保
護
の
実
効
を
確
保
す
る
た
め
r

計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
等
を
実
旅
す
る
た
め
の
補
助
金
及

互
億
二
、

び
、
国
指
定
文
化
財
の
管
理
の
万
全
を
闊
す
る
た
め
の
防
災
設
備
の
保

守
点
検
r

除
草
r

小
修
理
等
文
化
財
の
維
持
管
理
の
た
め
の
補
助
金
四

七

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
ろ
。

ま
た
、
国
宝
。
重
要
文
化

海
外
流
出
を
防
止
す
る
等
の
た
め
r

つ
進
め
る
た
姿
そ
れ
を
公
有
化
し
、
史
跡
公
愕
等
と
し
て
安
定
し
た

る
発
掘
調
査
費
及
び
遺
跡
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
布
詞
査
等
に
要
ず
る

整
が
困
難
で
社
会
的
問
題
と
な
る
場
合
が
多
い
た
め

う
届
出
件
数
が
急
激
に
増
大
し
て
お
り
r

調
査
事
業
と
開
発
事
業
の
詞

国
宝
。
重
要
文
化
財
等
の
保
存

伝
統
文
化
の
継
承
と
保
存

る。

四
0
0万
円
を
計
上
し
て
い

て
い
る
。

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
美
術
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
二
億
四
、

五`ヽ

な
お
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
は
、
本
館
照
明
設
備
等
改

修
工
事
、
国
立
西
洋
美
術
館
に
お
い
て
旦

う
こ
と
と
し
ご
関
係
経
費
を
含
め

囲
障
等
の
改
修
工
事
を
行

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

し、

て
は

「
モ
ー
リ
ス
。
ド
ニ
辰
」
、

①
国
立
国
際
美
術
館
に
お
い
て
は

上
し
て
い
る
。

リ
ウ
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
ー
|
」
r

六

0
0万
円
を
計

り
r

こ
れ
に
要
す
る
経
饗
（
航
空
賃
、
宿
泊
料
等
」
）③

国
立
西
洋
美
術
館
に
お

一
億

六

0
0万

名）
r

二
年
（
四
名
）
、

有
為
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
も
の
で

（
二
国

国
立
西
洋
美
術
館
r

国
立
国
諜
美
術
館
の
美
術
作
品
隅
入
費
と

四

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔ て
い
る
。

創
作
活
動
の
奨
励

芸
術
関
係
団
体
補
助

我
が
国
芸
術
文
化
水
準
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た
芸

術
鑑
賞
の
横
会
を
広
く
国
民
に
提
供
す
る
た
め
に
芸
術
関
係
団
体
の
行

う
事
業
（
①
創
作
活
動
、
②
地
方
芸
術
文
化
振
興
（
札
幌
交
響
楽
団
減
奏
活
動

等
）
、
③
青
少
年
等
芸
術
普
及
、
④
芸
術
文
化
国
際
交
流
等
）
に
対
す
る
補
助

で
あ
る
が
f

昭
和
亙
十
六
年
度
は
―
二
億
五
、

O
O
O
)万
円
を
計
上
し

芸
術
家
の
研
修

芸
術
家
在
外
研
修

、
'
·
~
’ー

9
,
'
し我

が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
r

美
術
、
音
楽
r

舞
踊
r

演
劇
、
映
画
、
舞
台
美
術
等
の

ら
将
夫
性
に
富
む
新
進
の
芸

術
家
を
選
び
海
外
に
泥
遣
し
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
実
地
に
研
修
さ
せ

研
修
嬰
間
は
一
年

叉
は
特
別
派
遣
（
三
か
月
、
六
名
）
と
な
っ
て
お

芸
術
家
国
内
研
修

在
外
研
修
と
同
椋
美
術
｀
｀
音
楽
等
の
芸
術
各
分
野
の
芸
術
家
を
国
内

名
で
あ
り
｀
．

芸
術
祭

優
れ
た
芸
術
を
広
く
一
般
に
提
供
し
、
併
せ
て
芸
術
家
の
意
欲
的
な

曰 五

芸
術
文
化
創
造
の
援
助
等

二
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

公
演
発
天
を
促
す
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
毎
年
秋
f
東
京
及
び
大
阪
に

お
い
て
開
催
し
て
い
る
が
r

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
は
東
京
公
演

塁
~
邦
楽
。
邦
舞
、
モ
灰
ン
ダ
ン
ス
等
九
椅
目
、
大
阪
公
演
は
オ
ペ

ラ
、
邦
楽
。
邦
舞
の
二
種
目
の
主
催
公
演
を
実
旋
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
経
贅
と
し
て

国
立
美
術
館
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
r

．
東
京
f
京
都
両
国
立
遅
代
美

し
て
、

国
立
美
術
館
等
整
備
運
営

四
億
一
、

八
0
u
0万
円
r

特
別
展
は
、
①
東
京
国
立
近
代
美
術

は
「
一
九
六

0
年
代
の
美
術
」
、

②
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
は
「
現
代
カ
ラ
ス
の
美
ー
ー
ア
メ

図
る
こ
と
と
し
r

そ
の
買
上
費
と
し
て
一
九
億
八
、

更
に
、
国
有
文
化
財
で
あ
る
北
海
道
大
学
農
学
部
第
二
農
場
r

旧
米

沢
高
等
工
業
学
校
本
誼
、
東
空
商
船
大
学
所
有
の
明
治
丸
等
の
保
存
修

理
等
を
計
画
的
に
行
う
た
め
の
経
費
二
億
四
、
八

0
0万
円
を
計
上
し

史
跡
等
の
整
備

近
時
r

歴
史
的
裏
境
の
保
全
、
充
実
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
史
跡
等
の
整
備
は
、

の
た
め
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
史
跡
等
の
整
備
を
促
進
し
、
文
化
財
の

保
存
、
活
用
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
史
跡
等
の
整
備
に
関
連
す

る
経
贅
と
し
て
r

ま
ず
r

補
助
金
一
七
億
六
、
九

0
0万
円
、

「
食
器
ー
ー
撥
能
と
美
ー
」
、

そ
の
重
要
な
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
開
発
事
業
に
伴

こ
れ
に
対
応
す

ま
た
r

都
市
化
の
進
辰
、
開
発
事

業
の
急
速
な
増
大
に
伴
い
、
史
跡
等
の
保
存
を
適
切
な
詞
和
を
保
ち
つ

遺
構
の
保
存
・
活
用
か
図
ら
れ
る
よ
う
地
方
公
共
団
体
の
行
う
史
跡
等

（三） る。

j
九
に
要
ず
る
経
費

五

0
u
0万
円
を
計
上
し
て
い

の
専
門
研
修
麓
設
等
で
研
修
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
研
修
入
員
は
四

0

(2) 
円
を
計
上
し
て
い
る
。
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⇔ 進
め
、

う
こ
と
と
し
r

ま
た
、
新
た
に
飛
鳥
地
区
に
つ
い
て
は
r

発
蜀
調
査
事
業
を
行

六

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
c

―
二
億
九
、

民
俗
文
化
財
修
理
こ
防
災
等
補
助

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
ろ
農
村
舞
台
、
匿
台
r

山
鉾
等
心
只
老

朽
化
し
永
年
の
使
用
に
よ
っ
て
損
耗
し
て
い
る
も
の
が
多
く
一
｀
計
画
的

天
然
記
念
物
（
カ
モ
シ
カ
等
）
の
食
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
た
め
r

幼
樹
保
護
、
保
護
柵
設
置
、
捕
獲
、
保
護
管
理
旅
設
r

国
立
博
物
館
等
整
備
還
蛍

――
1
0
0万
円
を
計

国
立
博
物
館
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
r

東
京
、
京
都
、
奈
良
の
国

立
博
物
館
の
陳
列
品
隋
入
費
と
し
て
一
二
億
九
、
二

0
0万
円
r

特
別
畏

ば
①
東
京
国
立
博
物
館
で
は
「
中
国
の
絵
画
」
r

館
に
お
い
て
は
「
禅
の
美
術
」
、

③
奈
良
国
立
博
物
館
で
は

教
を
築
い
た
人
び
と
．
—
|
そ
の
肖
像
と
書
ー
ー
」
及
び
、

展
」
を
開
く
こ
と
と
し
r

そ
の
経
費
一
億
八
、

る
ほ
か
、
京
都
国
立
博
物
館
に
京
都
文
化
資
料
研
究
七
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

災
報
知
檬
等
の
工
事
、
京
都
国
立
博
物
陪
で
は
r

受
変
電
設
備
改
修
等

う
こ
と
と
し
r

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
は
f

調
査
部
の
充
実
（
定
員
二
名
増
）
を
は
か
り
、

②
京
都
国
立
博
物

飛
鳥
。
藤
原
宮
跡
発
掘

平
城
宮
跡
等
整
備
費
を

一
億
九
、
八

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

の
工
事
を
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
は
本
館
詞
査
室
空
詞
設
備
工
事
を
行

こ
の
ほ
か
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場
に
対
し
r

伝
統
的
な
芸
能
の
公

一
億
五
、

開
伝
承
者
養
成
事
業
等
に
必
要
な
経
費
と
し
て
r

運
営
費
を
含
め
二

九
(
)
(
)
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

（
二
四
館
↓
二
五
舘
）
を
図
り
ニ
―
億
二
、

地
方
文
化
施
設
等
の
整
備

①
文
化
会
飽
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
は
館
数
増

五
0
0万
円
を
計
上
し
r

②

歴
史
民
俗
貸
料
館
は
市
町
村
立
分
に
つ
い
て
単
価
増
（
七

0
0
万
円
↓

七
七
0
万
円
）
を
図
り
r

そ
の
他
文
化
財
保
存
旋
設
r

埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
等
に
要
す
る
補
助
金
一

0
億
五
‘
七

0
0万
円
を
計
上
し

固
立
文
化
施
設
の
整
備

日
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
y
国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
の
建
築
推
進

東
京
都
渋
谷
区
に
建
設
中
の
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
は
、

伝
統
芸
能
の
―
つ
で
あ
る
「
能
」
の
保
存
振
興
を
図
る
た
め
、
伝
娯
者

費
等
二
三
億
八
、

七

0
0万
円
f

ま
た
r

我
が
国
の

文
楽
を
中
心
と
し
た
上
方
芸

能
の
保
存
振
興
を
推
進
す
る
旋
設
と
し
て
大
阪
市
に
建
設
中
の
国
立
文

楽
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

施
設
整
備
費
等
一

一
億
二
r

1
0
0
 

の
養
成
及
び
公
開
等
を
目
的
と
し
て
建
設
を
進
め
て
お
り
、
旋
設
整
俯

ま
た
、
麓
設
整
備
と
し
て
r

東
京
国
立
博
物
鮪
で
は
、
本
館
自
動
火

1
0
0万
円
を
計
上
す

「
正
倉
院

て
い
る
。

「
日
本
仏

五
効
果
測
定
調
査
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金
一
億

上
し
て
い
る
。

文
化
施
設
の
整
備
等

含
心
旋
設
整
備
黄
三
億

五
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
C

四
天
然
記
念
物
食
害
対
策

計
上
し
て
い
る
。

⇔ 

一
人
↓
一
三
＿
人
）

保
存
団
体
に
対
す
る
補
助
金
八
、

(
]
0
0万
円
を

と
と
し

一
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

財
保
存
技
術
の
保
護
に
つ
い
て

選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
（
個
人

現
地
公
開
。
発
表
会
の
事
業
に
対
し
桐
助
を
行
う
こ

か
な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
う
え
で
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
地
域
に
お
け
る
民
俗
文
化
財
の
保
存
伝
承
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
資
料
の
作
成
。
周
知
r

会
保
存
活
動
、

技
能
で
あ
る
建
造
物
修
理
技
術
、
彫
刻
・
エ
芸
品
修
理
技
術
等
の
文
化

伝
承
教
室
。
謂
習

文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
。

詞
文
化
財
保
存
技
衛
伝
娯
助
成

俗
慣
習
f
祭
り
行
事
等
の
民
俗
文
化
財
は

個
性
あ
る
地
域
文
化
、
豊

全
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
衣
食
住
、
年
中
行
事
の
風

曰
民
俗
文
化
財
伝
承
助
成

笠
一
億
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

伝
統
芸
能
等
の
伝
承

万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
た
ほ
か

重
要
無
形
文
化
財
保
存
特
別
助
成

承
を
図
る
た
曼
文
楽
協
会
ほ
か
―
二
団
体
に
対
し
一
億
四

八

0
0

つ
い
て

関
係
団
体
等
に
後
継
者
養
成
等
の
事
業
を
行
わ
せ
て
保
存
伝

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
た
心
国
が
そ
の
買
上
げ
、
整
備
を
計
回
的
に

の
確
保
、
技
術
の
質
や
水
準
等
の
維
持
が
困
麒
に
な
っ
て
い
る
忠
の
に

等
は
、
我
か
国
古
代
の
部
を
置
か
れ
た
と
こ
ろ
と
し
て
霊
要
な
選
跡
が

重
要
無
形
文
化
財
で
近
時
の
社
会
的
r

ニ
O
C万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

更
戻
平
城
及
び
飛
鳥
•
藤
原
宮
跡
国
焦
形
文
化
財
伝
承
助
成

等
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
保
存
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
一
五
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

の
買
上
げ
の
た
め
の
情
助
金
七
四
億
―
C

0
0
0万
円

ま
た
、

経
済
的
変
化
の
中
で
後
継
者

に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
す
ろ
た
め
の
補
助
金
一
億
四
f
'
五

0
0万
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（
文
化
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
）

建
設
予
定
地
の
隣
接
民
有
地
の
一
部
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
、

三
、
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
C

文
化
施
設
整
備
等
の
調
査
研
究

①
今
後
の
我
が
国
の
文
化
振
興
を
図
る
た
め
r

文
化
活
動
の
拠
点
と

な
る
国
立
の
美
術
賠
な
ど
の
文
化
旋
設
の
整
備
に
つ
い
て
各
地
域
の
文

化
的
特
性
を
考
慮
し
つ
で
腕
設
の
種
類
r

規
模
r

配
置
の
あ
り
方
等

を
全
国
的
見
地
か
ら
検
討
し
r

②
創
造
的
で
情
操
豊
か
な
児
童
生
徒
等

を
育
成
す
る
教
育
環
境
を
醸
成
す
る
た
め
r

学
校
施
設
に
対
す
る
芸
術

的
装
飾
等
の
文
化
性
投
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
襲
査
研
究
を
行
尺
③

特
定
の
圏
域
を
選
定
し
、
地
城
住
民
の
文
化
活
動
の
腫
類
、
態
様
等
に

応
じ
た
「
文
化
活
動
圏
」
の
条
件
整
備
を
進
め
る
た
め
の
調
査
研
究
を

行
う
た
め
の
経
費
と
し
て
二

'
1
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

二
億

は
、
建
築
設
計
競
技
に
よ
り
建
築
設
計
案
の
公
募
を
行
う
と
と
怠
に

現
代
芸
能
の
た
め
の
第
一
一
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て

⇔ 

二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

魯主嘩辺---念令心•叩＾3• ～誤炉心か心文・ヘエー・文・ ら公ー～ 名唸心・0、今9←――べばぷ釦含さー

原
色
版
で
掲
げ
た
の
は
p
六
曲
屏
風
の

中
央
の
二
扇
で
あ
る
。
今
を
盛
り
と
咲
き

ほ
こ
る
花
の
下
で
踊
り
に
興
ず
る
武
士
や

女
た
ち
r

そ
し
て
八
角
堂
の
縁
か
ら
そ
れ

を
見
お
ろ
す
貴
公
子
が
題
材
に
な
っ
て
お

り
、
こ
こ
に
は
見
え
な
い
左
手
、
幌
幕
の
外
て
は
涵
宴
の
仕
度
が
す
す

め
ら
れ
、
ま
た
右
側
に
は
さ
ら
に
四
人
の
蹄
り
手
が
描
か
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
身
分
の
高
い
主
従
一
行
の
野
外
遊
楽
の
さ
ま
を
描
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
以
前
か
ら
こ
れ
を
淀
君
と
秀
頼
の
一
行
と
す
る
説
が
あ
る

が
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
し
っ
か
り
し
た
構
図
に
ま
と
め
な
が

ら
筆
の
還
び
は
の
び
の
び
と
し
て
動
感
に
富
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に

権
さ
れ
た
明
る
い
色
彩
の
効
果
と
相
ま
っ
て
r

画
面
に
華
や
か
な
気
分

を
横
溢
さ
せ
る
。
そ
う
し
て
な
に
よ
り
も
、
こ
の
情
景
が
も
つ
明
快
さ

と
品
格
で
見
る
者
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。
桃
山
時
代
の
風
俗
画
を

代
表
す
る
作
の
ー
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

筆
者
の
畏
信
（
一
五
七
七
ー
一
六
五
―
―
-
)
は
狩
野
松
栄
の
四
男
で
、

慶
長
年
間
に
将
軍
秀
忠
に
謁
し
、
徳
川
家
に
仕
え
て
江
戸
や
駿
府
て
腕

を
ふ
る
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
彼
の
筆
と
認
め
ら
れ
る
作
品

は
た
い
へ
ん
に
少
な
い
c

し
か
し
こ
の
花
下
遊
楽
図
ぱ
、
長
信
の
手
腕

が
並
，
べ
で
な
か
っ
た
こ
と
定
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
室
町
時
代
に
四
季

絵
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
風
俗
画
が
や
が
て
人
間
の
形
姿
に
霊
ぎ
を
お
く

よ
う
に
な
百
風
俗
画
史
の
一
『
ポ
ッ
ク
に
彼
が
位
圏
し
て
い
た
こ
と
も

語
っ
て
い
る
。

（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
姿
料
課
長

原

田

実

）

狩
野
長
信
筆

か

か

少

う

ら

く

ず

花
下
遊
楽
図
屏
風
。
部
分

号べ況ヘご令～｀守’→こぷ←ぺ-ー→～今＾t-一べ釦組后苓碗一～ーデよ念姻べ呵蕊台3
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佐
賀
市
立
金
立
小
学
校
一

佐
賀
市
立
金
泉
中
学
校
（
（
交
流
敦
育
）

佐
賀
県
立
金
立
養
護
学
校
）

I
◇
 

心
つ
く
り
体
つ
く
り

青
子
、r4‘

一

現
地
ル
ポ

小
野

溝
上

脩

国
際
障
害
者
年
に
対
す
る
愛
知
県
の
取
紐
み
佐
膝
敬
治

事
例
紹
介

（
出
席
者
）

国
際
障
害
者
年
の
趣
旨
と
我
が
国
の
取
組
み文
部
省
初
中
局

特
殊
教
育
課
ほ
か

国
際
障
害
者
年
と
孜
が
国
の
特
殊
教
育

細

村

辿

夫

・

梅

沢

雄

一

岡

江

原

正

。

（

司

会

）

戸

田

成

国
際
障
害
者
年
と
心
身
障
害
児
の
理
解

1

,

'

,

9

，冗、7レ

国
際
障
害
者
年
を
迎
え
て

座
談
会 特

集

国
際
障
害
者
年

号

目

瀬
田
正

,t、̀-A, 

公
和

安
正

r

¥

,

9

j
 

ゾ
j
J

▽
新
年
度
最
初
の
本
号
は
、
昭
和
五
十
六
年

度
の
文
部
省
予
算
を
中
心
に
し
て
文
教
行
政

の
展
望
を
試
み
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
十
四

日
に
公
表
さ
れ
た
中
央
教
育
害
議
会
の
生
涯

教
育
に
関
す
る
小
委
員
会
報
告
を
全
文
掲
裁

し
て
お
り
ま
す
。
六
月
中
旬
に
は
文
部
大
臣

に
答
申
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
本
誌
で
も
特
集
を
組
む
予
定
で
す
。

▽
本
誌
は
、
新
年
度
を
迎
え
て
若
干
装
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。
表
紙
を
め
く
っ
た
と

こ
ろ
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
御
協
力
を

得
て
、
同
館
所
蔵
の
我
が
国
近
世
の
名
画
の

う
ち
か
ら
季
節
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
、
色

調
鮮
や
か
に
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。
巻
末
に
は
文
化
財
紹
介
を
、
こ
れ

も
で
き
る
だ
げ
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
い
す
れ
も
詰
上
慨
賞
を
豊
か
な
も

の
に
し
た
い
と
念
じ
て
の
こ
と
で
す
。

▽
ま
た
、
大
学
や
研
究
所
で
行
わ
れ
た
研
究

の
成
果
の
う
ち
、
国
民
生
活
に
関
連
の
深
い

も
の
や
敦
育
・
文
化
関
係
者
に
知
っ
て
い
た

だ
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も

の
を
、
て
き
る
だ
け
平
易
に
解
説
し
て
掲
載

す
る
こ
と
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
一
昨

年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
連
載
し
た
「
言
葉
の

は
な
し
」
や
、
現
在
連
載
中
の
「
国
民
生
茫

と
エ
ネ
ル
ギ
｀
ー
」
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
本
年

も
御
愛
読
く
だ
さ
い
。

▽
次
号
は
「
国
際
障
害
者
年
」
の
特
集
で

す

。

（

企

画

室

）
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